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第１学年 数学科学習指導案 
 

日 時  平成２８年１１月２２日（火）４校時 

学 級  北上市立上野中学校１年１組 

                             （男子１８名，女子１５名，計３３名） 

場 所  １年１組教室 

授業者  川邊 智津瑠 

 

１ 単元名  ５章 平面図形  ２節 基本の作図 

２ 単元について 

(１) 教材について 

 小学校算数科では一つの図形についての対称性について考えたり，図形の構成要素やそれらの相等や位置関    

係を考察したりする活動を通して，図形の見方について養ってきた。中学校数学科において第１学年では，二

つの図形間の関係として対称性を考察し，図形に対する見方を一層豊かにするとともに，平面図形についての

理解を深め，論理的に考察し表現する能力を培うことを目標としている。図形の概念形成と性質の理解に関わ

って，学習指導要領では「ア 基本的な図形の概念や性質を理解する」「イ 図に表現したり，正しく作図した

りする能力を身につける」ことが求められており，ただ作図することだけでなく，作図した図形が条件に適す

るものであるか否かを振り返って考えることが大切である。 

 本単元においては，移動や作図といった操作や観察などの活動を通して，図形についての直感的な見方や考

え方を深めることを中心としながら，論理的に考察し表現する力を培っていく。したがって，直感的な見方や

作図を大切にしながらも，結果からそれまでの過程を振り返り，根拠を明確にすることで論理的な思考力を深

めていきたい。また，ここでの平面図形についての理解が第２学年における図形の合同についての理解の深ま

りにつながっていくため，中学校数学科の図形指導の入り口となる単元でもあると考える。 

 

(２) 生徒について 

生徒は男女共に明るく素直な生徒が多く，発言も活発である。疑問を素直に言い合える雰囲気があり，互い

に学び合える学級である。しかし，中には発問に対してよく考えずに発言する生徒や，数学に対して苦手意識

があり集中力を欠いてしまう生徒もいる。また，一つの考え方にこだわったり，物事の一面だけで判断してし

まったりする生徒も多い。したがって，興味を引く課題提示や，学習活動の高まりを実感させることで，主体

的な学びの場面を増やし，意欲的に学べるよう心がけていきたい。そのためにも，本校の研究課題である「確

かな学びを育てる学習指導はどうあればよいか－生徒同士の関わりを生かした授業実践の工夫－」に基づく３

つの柱（課題設定の工夫・関わり合いの工夫・まとめの工夫）を大切にしていきたい。 

また，図形の学習に関わっては，レディネステストを行ったが，基礎計算で躓きがあった生徒でも正三角形

の作図などには意欲的に取り組み，また正答率も高かった。しかし，「線対称」「点対称」などの用語の意味が

しっかりと分かっておらず，イメージで誤解している生徒が多い傾向がわかった。作業も多く，視覚的にも捉

えやすい図形の学習であるが，きちんと用語としての意味や定義をおさえながら理解を深めていけるよう指導

していきたい。 
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(３) 指導について 

 作図の指導においては，作図の手順を一方的に指導するのではなく，図形の対称性や，図形を決定する要素に

着目させて，図形の性質と関連付けて読み取るなどの数学的活動場面を設定していきたい。そして，振り返って

考えることで，自らの思考の過程について確認させていきたい。そのことにより，新たな発見やより深い知識の

理解に繋がると考える。 

 また，小学校までの物差しや分度器を用いた作図との違いを体感させ，定規とコンパスだけで，測定に頼らず

に正確な図形を描けることを実感させたい。さらに，図形についての条件や得られる作図の根拠について考える

場を大切にし，作図によりどんな点を決めたのかを考えられるよう指導していきたい。 

【本校の研究課題に関わって】 

 本校の研究課題である「確かな学びを育てる学習指導はどうあればよいか－生徒同士の関わりを生かした授業

実践の工夫－」において，特にも授業の柱としているのが「課題設定の工夫」「関わり合いの工夫」「まとめの工

夫」である。これに，『いわての授業づくり３つの視点』を参考にし，以下の３つの点を意識して授業を行ってい

きたい。 

「課題設定の工夫」…… 図形の授業に限らず，できるだけ生徒の中で「なぜだろう？」という疑問や，「今日は           

これができればいい」というゴールを示すような課題を設定するように心がけている。

また，紙板書などを残しておき，課題設定などに活用していくことで，既習の内容との

繋がりや違いを意識させることができると考える。 

「関わり合いの工夫」… 数学の授業の中では３～４人ずつの「学習班」，隣同士での「ペア」，特にルールを縛

らない「ご近所さん」，速く解けた生徒が先生役となる「ミニティーチャー」などといっ

た，場面や目的に合わせた学習形態を意識して取り入れる。わかることを説明するだけ

でなく，わからないことを明確にすることで，次の理解が深まる場合もあり，図形の指

導の中でも積極的に活用していきたい。 

「まとめの工夫」……… 「今日はどのようなことがわかったのか」を授業の中で振り返りまとめに繋げていく

ことで，学習が深まったり広がったりする。結果を振り返ることで問題条件を変えた発

展的な問題へと繋げていくことができ，また，方法を振り返ることで考え方の良さや活

用場面について意識化させることができる。作図の指導では技能的な部分だけでなく，

作図を振り返る中で「なぜその作図をしたのか」「図形のどんな性質を利用したのか」を

意識させていきたい。 

 

３ 単元の目標 

(１) 様々な事象を平面図形として捉えたり，操作や観察をしたりするなどの数学的活動を通して，それらの性

質や関係を考えようとする。                           【関心・意欲・態度】 

(２) 平面図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象を論理的に考察し表現したり，

その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。            【数学的な見方や考え方】 

(３) 対称的な図形を見出したり描いたりすること、基本的な作図をすることや作図の方法を説明することがで

きる。                                       【数学的な技能】 

(４) 対称な図形の意味や性質，基本的な作図の意味及びその仕方を理解している。 

【数量や図形などについての知識・理解】 
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４ 単元の評価規準 

 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形についての知識・理

解 

様々な事象を平面図形でとらえた

り，それらの性質や関係を見いだ

したりするなど，数学的に考え表

現することに関心をもち，意欲的

に数学を問題の解決に活用して考

えたり判断したりしようとしてい

る。 

平面図形についての基礎的・基本

的な知識や技能を活用して，論理

的に考察し表現するなど，数学的

な見方や考え方を身に付けてい

る。 

 

基本的な作図をするなどの技能を

身に付けている。 

 

 

平面図形についての性質や関

係，基本的な作図の方法，平行

移動や対称移動および回転移動

を理解し，知識を身に付けてい

る。 

 

 
毎時の評価規準 

節
 

項
 

時
 

目標
 評価規準 

関心・意欲・態度 見方や考え方 技能 知識・理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

図 

形 

の 

移 

動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しきつめ模様をつくってみよ

う
 

（教科書p.140～141）
 

 

１
 

 

しきつめ模様を図形

の移動の見方でみた

り，図形を移動して

しきつめ模様をつく

ったりすることがで

きる。 

○図形の移動に関心をも

ち，図形どうしの関係

を移動の見方で観察

したり，移動の性質を

調べたりしようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎しきつめ模様を図形

の移動の見方でみる

ことができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 図形の移動 

（教科書p.142～149） 

 

 

 

２
 

 

平行移動の意味を理

解し，それらの性質

を見いだし，用語や

記号を用いて表すこ

とができる。 

 

○平行移動の性質を見い

だすことができる。 

 

 ◎平行移動の意味と

その性質を理解し

ている。 

 

 

３ 

 

 

回転移動の意味を理

解し，それらの性質

を見いだし，用語や

記号を用いて表すこ

とができる。 

○回転移動の性質を見い

だすことができる。 

 

 ◎回転移動の意味と

その性質を理解し

ている。 

 

 

 

４
 

対称移動の意味を理

解し，それらの性質

を見いだし，用語や

記号を用いて表すこ

とができる。 

○対称移動の性質を見い

だすことができる。 

 

 

 

◎対称移動の意味と

その性質を理解して

いる。 

 

基本の問題 

（教科書p.150） 

 

５
 

平行移動，回転移動，

対称移動を組み合わ

せた移動を考え，説

明することができ

る。 

◎平行移動，回転移動，

対称移動を組み合わ

せた移動を考え，説

明することができ

る。 

 

 

 

 

 

２ 

 

基 

本 

の 

作 

図 

 

 

 

 

１ 作図のしかた 

（教科書p.151～152） 

 

 

６
 

 

作図における定規と

コンパスの役割と使

い方を理解し，簡単

な作図ができる。 

 

 

○作図に関心をもち，基

本的な作図の方法を

考えたり，作図をした

りしようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎コンパスの役割に着

目して，正六角形が

かけるわけを考え，

説明することができ

る。 

 

〇定規やコンパスを，作

図の道具として正し

く使って，簡単な作

図ができる。 

 

 

 

 

７ 

交わる 2 つの円の性

質を理解する。 

◎交わる2つの円の性質

を見いだし，説明す

ることができる。 

 

 

○交わる 2つの円の性

質を理解してい

る。 
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節
 

項
 

時
 

目標
 評価規準 

関心・意欲・態度 見方や考え方 技能 知識・理解 

 

 

 

２ 

 

基 

本 

の 

作 

図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本の作図 

（教科書p.153～160） 

  基本の問題 

  （教科書p.162） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

垂線の作図方法を

理解し，その作図が

できる。 

 

  ○垂線の作図ができ

る。 

 

◎垂線の作図方法を理

解している。 

 

９ 

 

点と直線との距離，

平行な 2 直線の距

離の意味を理解す

る。 

   

 

◎点と直線との距離，

平行な 2 直線の距

離の意味を理解し

ている。 

 

10 

 

線分の垂直二等分

線の作図方法を理

解し，その作図がで

きる。 

 

 

○線分の垂直二等分線

の作図ができる。 

 

◎垂直二等分線の作図

方法を理解してい

る。 

 

 

11
 

角の二等分線の作

図方法を理解し，そ

の作図ができる。 

 ○角の二等分線の作図

ができる。 

 

◎角の二等分線の作図

方法を理解してい

る。 

 

 

12 

 

本

時 

作図されたものを

見て，何の作図をし

たものか，論理的に

考察し，説明するこ

とができる。 

（H28 年度学習定

着度状況調査より） 

〇３つの作図の方法を

見直し，図形の対称性

によって統合的に捉

えることができ，対称

性に着目し説明でき

る。 

 

 

 

 

 

◎作図した図形の特徴

を作図の方法に基

づいて捉え，何が作

図できたのか理解

している。 

 

 

３ いろいろな作図 

（教科書p.161～162） 

 

 

 

13
 

 

円の接線の性質を

理解し，それを利用

して円の接線の作

図ができる。また，

基本的な作図を利

用して，いろいろな

条件をみたす作図

ができる。 

 ◎円の接線の性質を利用

して，円の接線の作

図方法を考えること

ができる。 

 

○円の接線の作図がで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな大きさの角

を作図してみよう
 

（教科書p.163～164）
 

 

14
 

 

 

基本的な作図を利

用して，75°の角を

作図する方法を考

え，説明することが

できる。 

 

 

◎作図に関心をもち，基

本的な作図を利用し

て，いろいろな作図

の方法を考えたり，

作図をしたりしよう

としている。 

○複数の作図の方法を比

べて，共通点やちが

いを説明することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

お 

う 

ぎ 

形 

 

 

 

自動車のワイパーがふ

き取る部分は？
 

（教科書p.165～166）
 

 

 

15
 

 

おうぎ形と中心角

の意味や，おうぎ形

の弧の長さや面積

が中心角に比例す

ることを理解する。 

○おうぎ形の弧の長さや

面積に関心をもち，

それらの求め方を考

えたり，求めたりし

ようとしている。 

 

 

 

 

 

 ◎おうぎ形と中心角の

意味を理解してい

る。 

 

１ おうぎ形
 

（教科書p.167～168）
 

 

 

16 

 

おうぎ形の弧の長

さや面積を求める

ことができる。 

 ◎おうぎ形の弧の長さ

や面積を求めるこ

とができる。 

 

基本の問題 

（教科書p.168） 

 

章の問題Ａ 

（教科書p.169） 

17  
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５ 単元の指導計画              全 １７ 時間 

１） 図形の移動（平行移動・対称移動・回転移動）・・・・・・・・・５時間 

２） 基本の作図（垂線の作図・垂直二等分線・角の二等分線）・・・・９時間（本時７／９） 

３） おうぎ形（中心角と弧の長さ・面積）・・・・・・・・・・・・・２時間 

４） 章の問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

 

６ 本時について 

(１) 本時の目標 

 ・作図されたものを見て，何の作図をしたものか，論理的に考察し，説明することができる。 

(２) 評価規準 

・作図した図形の特徴を作図の方法に基づいて捉え，何が作図できたのか理解している。 

【数量や図形などについての知識・理解】 

 ・３つの作図の方法を見直し，図形の対称性によって統合的に捉えることができ，対称性に着目し説明できる。  

 【数学的な見方や考え方】 

 (３) 指導の構想 

 本時扱う問題は，平成28年度全国学力・学習状況調査中学校数学Ａで出題されたものである。「基本的な作図

の方法について理解しているかどうかをみる」という出題の趣旨で、垂線の作図に関する問題である。解答の結

果としては，正答率31.1％（全国）と低く，県では29.3％となっている。解答の多くは選択肢イ（垂直二等分線）

と解答している者が多い（全国 31.9％ 県 35.2％）。これは図形や作図を見た目で判断してしまっていることが

原因として考えられる。したがって，本時では基本の作図の学習の振り返り場面として，見た目などの直感的な

判断ではなく，書いてある情報から条件を読み取り，根拠をもって何の作図ができたのかを考える場としたい。

目的をもって作図していた今までとは逆に，作図されたものを見て判断することで，作図の意味（交点の意味）

の理解に繋げたい。 

また、作図からどんなことがいえるのか，最初に予想を立てさせることで，その後の選択肢の読み取りに意欲

的に取り組ませたい。さらに，それぞれの作図ができる根拠について考えさせ，円の性質や図形の対称性などに

触れるとともに，３つの作図の共通点と相違点について考えさせて，統合的に考えるきっかけとしたい。そして，

今回の問題を通して，見た目や直感だけで判断せずに，根拠をもって考え説明することの大切さを実感させたい。 

 (４) 本時の展開 

段

階 

指 導 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 

 

 

導 

 

入 

 

５ 

分 

 

１ 問題提示 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題を確認する 

 

１ 何の作図をしているのか予想する。 

・そう思った理由や根拠を交流 

・全体で答えを確認する。 

・考えの根拠を式でまとめることを確認

する。 

 

 

 

２ 本時の課題をつかむ 

・今までとの授業との違いについて考

※iPad（skitch） 

 

→どこに対称の軸があ

るか，作図で決めた点

が何の点なのかに注目

させ，根拠を明らかに

する必要性を確認す

る。 

→目的を持って作図するの

ではなく，描いてあるものを
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え，本時の学習課題を確認する。 見て，何の作図かを判断する。 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

35 

分 

３ 問題提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 課題解決 

❶グループ学習 

・学習グループ毎に，その選択肢が

成り立つかどうかを考え，成り立

つ根拠や成り立たない理由（反例）

を考えさせる。 

・見た目ではなく，図形の条件に注

意して考えることが大切であるこ

とを意識させる。 

❷発表・交流 

・発表し，根拠を確認する。 

・作図により決まった点（交点）は

どんな点なのか？ 

・△ABCは図の代表である 

・これまでの３つの基本の作図を提

示する。 

５ まとめ 

 

 

 

３ 何の作図をしているか予想する。 

 その後，プリントの選択肢を見て，ど

んなことがいえるのかを考える。 

 

 

 

 

・選択肢を見比べ，選択肢を３つに絞る

ことができることを確認する。 

選択肢：アイ，ウ，エ 

 

４ 課題解決 

❶グループ学習 

・学習グループに分かれ，それぞれの選

択肢について一つずつ考える。 

 

 

 

 

 

❷発表・交流 

・学習班で代表者が説明しにいく 

・全体で発表し，根拠を確認する。 

・グループで確認したことを個々のノー

トにもまとめる。 

 

 

５ まとめ 

 

※紙板書 

※学習プリント配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※発表用のラミネート

板書を配布 

【評価】 

作図した図形の特徴を

作図の方法に基づいて

とらえ，何が作図でき

たのか理解し説明する

ことができる。（知・理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★学習の振り返り 

終 

末 

10 

分 

 

６ 振り返り 

・本時の学習を振り返る 

 

 

 

６ 振り返り 

・３つの作図で同じところはどこか？ 

→どれも二つの円の作図をもとにして

いる。 

 

【評価】 

３つの作図の方法を見直し，

図形の対称性によって統合的

に捉えることができ，対称性

に着目し説明できる（見・考） 

作図を見て，何の作図をしているか根拠を明らかにして考えよう。 

 どんな交点を決めたのか，図形の条件に注意して考えたり，見た目で
はなく根拠をもって図形を見たりすることが大切である。 
 



－7－ 

 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人の振り返りを書かせる。 

★作図の振り返り 

 
 ３つの作図はどれも，２つの円の作図（対称な図形）をもとにした作
図として見ることができる。 
 



－8－ 

 

 

５章 平面図形                    月   日（   ） 

２節 基本の作図  ★応用問題に挑戦！★ 

 課題 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    の図形の性質は‥‥  成り立つ or 成り立たない 
 

 

 

 

 

 

 

 



－9－ 

 

他のグループの意見をまとめよう！ 

   について     成り立つ or 成り立たない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   について     成り立つ or 成り立たない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふり返り 

 

※「ふり返り」には、今日の授業でわかったことや気づいたこと、分からなかったことや質問などを書こう！ 


